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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部先端に開口する副送水管の基端に、注水器具を接続するための副送水口
金が設けられて、上記挿入部先端側からの流体の逆流を阻止するための逆止弁が上記副送
水口金に着脱自在に設けられた内視鏡の副送水装置において、
　上記逆止弁に、上記流体が通過する流体通過孔が側壁に穿設された筒状部材と、上記流
体通過孔に被さる状態に上記筒状部材に被脱自在な弾力性のあるゴム材からなるキャップ
状弁体とが設けられて、上記筒状部材の上記キャップ状弁体装着部に隣接する位置に円周
溝が形成されると共に、その円周溝に弾性変形させて係脱自在なリング状部材と、そのリ
ング状部材と上記キャップ状弁体とを一か所のみで連結する連結部材とが、弾力性のある
ゴム材により上記キャップ状弁体と一体に形成され、
　上記筒状部材のキャップ状弁体装着部と上記円周溝との間に上記連結部材が嵌め込まれ
る連結部材案内溝が上記筒状部材の軸線と平行方向に形成されて、その連結部材案内溝と
上記流体通過孔とが上記筒状部材の軸線を中心にして略直交する位置関係に配置され、上
記連結部材案内溝に上記連結部材が嵌め込まれていることを特徴とする内視鏡の副送水装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡の副送水装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　内視鏡には、体腔内壁に付着した汚物等を洗浄するために水を勢いよく噴出させる（い
わゆるジェット噴射させる）ための副送水管が設けられたものがある。そのようなもので
は、送水器具を接続するための副送水口金に、挿入部先端側からの流体の逆流を阻止する
ための逆止弁が着脱自在に取り付けられている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平８－２３８２１４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１に記載されているような従来の内視鏡の副送水装置の逆止弁には、流体が通
過する流体通過孔が側壁に穿設された筒状部材と、その筒状部材に被脱自在な弾力性のあ
るゴム材からなるキャップ状弁体とが設けられている。
【０００４】
　そして、流体通過孔の外面開口にキャップ状弁体が被さっているので、筒状部材の外面
側から内面側への流体の流れはキャップ状弁体によって阻止され、筒状部材の内側から外
側へは、流体通過孔を通過した流体がキャップ状弁体を押し広げて流出するようになって
いる。
【０００５】
　そのような逆止弁は、内視鏡検査終了後には内視鏡から取り外して洗浄消毒する必要が
あり、その際にキャップ状弁体が筒状部材から取り外されるが、数ミリメートル程度の小
さな単独部品なので非常に紛失し易いという問題がある。
【０００６】
　そこで本発明は、注水器具を接続するための副送水口金部分を内視鏡検査終了後に内視
鏡から取り外して掃除する際等に、ゴム製のキャップ状弁体を紛失する恐れのない内視鏡
の副送水装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の副送水装置は、内視鏡の挿入部先端に開
口する副送水管の基端に、注水器具を接続するための副送水口金が設けられて、挿入部先
端側からの流体の逆流を阻止するための逆止弁が副送水口金に着脱自在に設けられた内視
鏡の副送水装置において、逆止弁に、流体が通過する流体通過孔が側壁に穿設された筒状
部材と、流体通過孔に被さる状態に筒状部材に被脱自在な弾力性のあるゴム材からなるキ
ャップ状弁体とが設けられて、筒状部材のキャップ状弁体装着部に隣接する位置に円周溝
が形成されると共に、その円周溝に弾性変形させて係脱自在なリング状部材と、そのリン
グ状部材とキャップ状弁体とを一か所のみで連結する連結部材とが、弾力性のあるゴム材
によりキャップ状弁体と一体に形成されているものである。
【０００８】
　なお、筒状部材のキャップ状弁体装着部と円周溝との間に連結部材が案内される連結部
材案内溝が形成されていて、その連結部材案内溝と流体通過孔とが筒状部材の軸線を中心
にして略直交する位置関係に配置されていると逆止弁機能が阻害されない。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、注水器具を接続するための副送水口金部分を内視鏡検査終了後に内視
鏡から取り外して掃除する際等に、キャップ状弁体を筒状部材から外しても連結部材によ
って筒状部材に対してつながった状態にしておくことができるので、キャップ状弁体を紛
失する恐れがなく、また、逆止機能や洗浄性にも障害が生じない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　逆止弁に、流体が通過する流体通過孔が側壁に穿設された筒状部材と、流体通過孔に被
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さる状態に筒状部材に被脱自在な弾力性のあるゴム材からなるキャップ状弁体とが設けら
れて、筒状部材のキャップ状弁体装着部に隣接する位置に円周溝が形成されると共に、そ
の円周溝に弾性変形させて係脱自在なリング状部材と、そのリング状部材とキャップ状弁
体とを一か所のみで連結する連結部材とが、弾力性のあるゴム材によりキャップ状弁体と
一体に形成されている。
【実施例】
【００１１】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図３は内視鏡の全体構成を示しており、可撓管状の挿入部１の基端に操作部２が連結さ
れている。
【００１２】
　そして、挿入部１の先端に開口する副送水管３の基端に注水器具を接続するための副送
水口金５が、操作部２の下端部付近から後方に突出する状態に配置されている。６は、副
送水口金５に対して着脱自在なゴム栓である。
【００１３】
　図４は、副送水口金５とそれに対して着脱自在な逆止弁１０を示し、図５は、その逆止
弁１０が副送水口金５に取り付けられた状態を示しており、副送水口金５は、有底の筒状
に形成されて操作部２に固定され、その底部に副送水管３の入口が接続されている。
【００１４】
　逆止弁１０の本体部材は、軸線位置に貫通孔が形成された段付き筒状の筒状本体１１（
筒状部材）であり、副送水口金５に差し込まれた状態で副送水口金５に対して螺合固定さ
れるようになっている。
【００１５】
　筒状本体１１の先端寄りの部分には、軸線と垂直方向に側壁を貫通する状態に流体通過
孔１２が穿設されていて、その部分を包み込む状態に、弾力性のあるゴム材からなるキャ
ップ状弁体１３Ａが筒状本体１１に対して被脱自在に配置され、流体通過孔１２の外面開
口がキャップ状弁体１３Ａによって外側から覆われた状態になっている。
【００１６】
　筒状本体１１のキャップ状弁体１３Ａが装着された部分に隣接して筒状本体１１の中ほ
どの位置には、全周にわたって円周溝１４が形成されていて、その円周溝１４にピッタリ
と嵌まり込むリング状部材１３Ｂとキャップ状弁体１３Ａとが連結部材１３Ｃによって一
か所のみで連結されている。
【００１７】
　そのようなリング状部材１３Ｂと連結部材１３Ｃは、図６に示されるように、弾力性の
あるゴム材によってキャップ状弁体１３Ａと一体成形により一つながりに形成されており
、リング状部材１３Ｂは弾性変形させることにより円周溝１４に対して係脱させることが
できる。
【００１８】
　そして、図７に示されるように、キャップ状弁体１３Ａとリング状部材１３Ｂとは連結
部材１３Ｃによって一か所でつながっているだけなので、連結部材１３Ｃを弾性変形させ
ることによりキャップ状弁体１３Ａとリング状部材１３Ｂとの相対的な向きを任意に変え
ることができる。ただし、キャップ状弁体１３Ａとリング状部材１３Ｂを分離することは
できない。
【００１９】
　図４及び図５に戻って、リング状部材１３Ｂが係合する円周溝１４と並んでそれより外
側に形成されたＯリング用円周溝には、逆止弁１０が副送水口金５に取り付けられたとき
に副送水口金５の内周面との間をシールするためのＯリング１８が装着されている。
【００２０】
　また、筒状本体１１の外端部には、逆止弁１０を副送水口金５に着脱する際に指先で摘
めるように環状摘み１９が取り付けられている。２０は、筒状本体１１に対して外方から
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接続及び分離自在な注水器具のコネクタである。
【００２１】
　このように構成された副送水口金５に着脱自在な逆止弁１０は、図８に示されるように
、筒状本体１１に被せられているキャップ状弁体１３Ａの外面空間の圧力が筒状本体１１
の内側空間の圧力より高いときは、流体通過孔１２がキャップ状弁体１３Ａによって塞が
れて流体の流れが阻止され、図９に示されるように、キャップ状弁体１３Ａの外面空間の
圧力より筒状本体１１の内側空間の圧力が高いときは、キャップ状弁体１３Ａの縁部が流
体圧により押し開かれて流体が流体通過孔１２を通過する。
【００２２】
　したがって、逆止弁１０が副送水口金５に取り付けられた状態では、挿入部１の先端側
から副送水管３を経由する流体の逆流が逆止弁１０によって阻止され、逆止弁１０に注水
器具のコネクタ２０を接続して注水動作を行うことにより、副送水管３を経由して挿入部
１の先端から水を噴出させることができる。
【００２３】
　そして、内視鏡検査が終わって逆止弁１０を副送水口金５から取り外して洗浄、消毒す
る際には、図１に示されるように、リング状部材１３Ｂが円周溝１４に嵌め込まれた状態
のままで、連結部材１３Ｃとキャップ状弁体１３Ａとを弾性変形させることにより、キャ
ップ状弁体１３Ａを筒状本体１１から外すことができる。
【００２４】
　したがって、キャップ状弁体１３Ａが逆止弁１０から離れない状態でキャップ状弁体１
３Ａや筒状本体１１など逆止弁１０の各部品を洗浄、消毒することができ、その後でキャ
ップ状弁体１３Ａを筒状本体１１に取り付ける時までキャップ状弁体１３Ａを紛失する恐
れがない。
【００２５】
　そのような逆止弁１０の筒状本体１１には、図１におけるII－II断面を図示する図２に
示されるように、連結部材１３Ｃを嵌め込んで案内する連結部材案内溝１５が軸線と平行
方向に形成され、連結部材案内溝１５と流体通過孔１２とが、筒状本体１１の軸線を中心
にして略直交する位置関係に配置されている。
【００２６】
　したがって、図９に示される注水動作の際に、流体通過孔１２から流れ出る水によりキ
ャップ状弁体１３Ａの縁部が押し開かれる動作が連結部材１３Ｃによって妨げられず、ま
た、図８に示される逆止動作の際にも、キャップ状弁体１３Ａの縁部が流体通過孔１２を
塞ぐ動作が連結部材１３Ｃによって妨げられない。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の実施例の逆止弁の洗浄、消毒の際の状態の側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の逆止弁の図１におけるII－II断面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の全体構成を示す側面図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡の副送水装置の側面断面図である。
【図５】本発明の実施例の内視鏡の副送水装置の側面断面図である。
【図６】本発明の実施例のキャップ状弁体の斜視図である。
【図７】本発明の実施例のキャップ状弁体の斜視図である。
【図８】本発明の実施例の逆止弁の逆止時の動作を示す平面断面図である。
【図９】本発明の実施例の逆止弁の注水時の動作を示す平面断面図である。
【符号の説明】
【００２８】
　１　挿入部
　２　操作部
　３　副送水管
　５　副送水口金
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　１０　逆止弁
　１１　筒状本体（筒状部材）
　１２　流体通過孔
　１３Ａ　キャップ状弁体
　１３Ｂ　リング状部材
　１３Ｃ　連結部材
　１４　円周溝
　２０　注水器具のコネクタ

【図１】

【図２】

【図３】
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